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!日制高等学校ドイツ人講師の見た四国
依岡隆児
Shikoku， aus der Sicht einβs deutschen Lehrers an einer 
V orhochschule tltthersn SchIJisysteIEIin Japan 
Ab呈tract
Hier wird behandeltラ wieein Lehrer an einer Vorhochschule im 
fr世ler叩 Schulsv抗告m Shikoku betrachtet思. Gottlob Bolmer，己inBrud己Y
Hermann Bolmers -einem ehemaligen Kri告gsgeumgenのnim Bando 
arbeitete 1925ぺ928aJs deutscher L日ktoran der Vorhochschuie Kochi 
und schrieb zwei Essays uber und Shikoku: 円Ein Jahr in 
Japan" (1930) und "Nach Ostasien im Zeichnen d邸
Wiederaufstiegs" (193 Di郎副ldj etzt auch fur今 unsJap阻むrsehr 
Dokumenteラ indenen vieles uber die d乳 Stadtfく~ochi und 
di信Lebensweise ihl・君rBewohner nachzulesen ist. 
In diesem Aufsatz mochte ich uber den Hintergrund UIJ.d Inhalt dies記r






























































Zeitgeschichte: Alltag von Deutschen in Japan 1923-1947. MUnchen 2000. 





















彼の遍路研究『同行二人巡礼 四国八十八カ所~ (Alfred Bohner: 






Bohner ]apanische Hausmittε1. Das Buch "Kokon Ch i e 






ただ、アルプレートは『白木と 1 t界~、red Bohner: und di自
。Langenfa1 Z8， Bel"i in， 1 9~-l 8. )では、かなり軍国主義的
を強めている。日本紹介の本であるが、被fj:日本人の公共心や犠牲
高知のエーヴェルスマイアー(エーパースマイアー)のことも出ている。
7 W 自国を空に ~I日制高知高等学校外史』南漠会。!日制高知高等学校同窓会、








「プラッシュ、ブリッツ S。 大正 13年生月~大正 14年 3月
ボーナ一、ヤーコプG， 大正 14年 4月~昭和 3年 4月
ヴェーデル、マックス 昭和 3年 4月~昭和 6年 3月
コンラディ一、アレキサンダー 昭和 6年 4月~昭和 13年 3h
ピンケンシュタイン、ロルフ 昭和 13年 9月~昭和 H年 1月









(Bernd Eversl1eyer， 1906-1998) I立、ヴェストアァーレン州ピーレブ








j日制高等学校講師時代の高知の印象については、 1995年 3月 1日の
ボーアムでの聞き取りで、こう回想している。
日18制高知日高等学校同窓会 第 24号、 2002年




























Morgen. や GutenTag， wie geht es の挨般を交す程度の交わ






ノレ間取り調査Jl-J 1文化論集Jl20号、 2002年、 212頁



























14 問書、 179頁。 なお、エーパースマイアーが後に勤務した独逸文化研究所
の雑誌『独逸文化研究会年報jJ1940 年'~42 年 (Berichte der Deutschkundlichen 




















論文を元にした著書に Das Beiwort des Menschen und der 




lob Bohner: Nach Ostasien im Zeichnen des Wiederaufstiegs. 
Birkfeld=Rahe 1931. 101 p. Of platθs; 22cm.写真 16枚。 以下、聞
と略)と『日本の一年j Bohn位、 EinJahr io Japan.恥 1n1942 






















































































































































































































































































































ドイツ語参考書を多く出している。 w趣味の和文独逸~ (郁文堂、 1929
年)、 『独文和訳受験百題~ (芸文書院、 1937年)、 『自修独逸文法

































































3月 29日に、 「西村j という高校の卒業生が訪ねてきたことが触れ



































































































































































































































































































たしているJ0 (EJ， S.72 f.) 
年末を迎えると、南国の冬の気候や風習を書きとめている。
「ドイツ語の『冬 Wilit母τ』という名は『風玖linGUlからできている。















































































































































































2 8同じく『高知新開』昭和 58年 4月25日「社会部 ホットヱライン」欄でも「国
際交流」と題して、ボーナ一夫妻来高のことが取り上げられている(r国と固
との交流はもちろん大事だが、こうした市民レベパノの交歓こそ、真の国際理解
につながると思う J)。
71 
